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富田っ子の笑顔あふれる里山環境再生

川俣町立富田小学校父母と教師の会

平成元年に誕生した富田小学校

川俣町と富田小学校 里山環境再生プロジェクトとは

事業創設の背景等
・原発事故と放射性物質の拡散
・県民の森林に対する意識の変化
・森林と人との関わりの希薄化

その対策の一つとして
森林環境税を財源とし、県民が地域の里山環境再生に向けて
取り組める事業の創設

里山環境再生プロジェクトとは
・地域の自治会等、幅広い団体を対象

・自ら企画し、ボランティア参加しつつ、里山環境再生に取り組
むことに対する支援

プロジェクトへのニーズと双方の思い

地域の思い
学校周辺の森林を再生し、

森林環境学習等で使いたい。

双方の思いを叶えるには？

農林事務所の思い
里山環境再生プロジェクトを活用
して、森林と人との絆を取り戻し

てもらいたい。

里山環境再生プロジェクト
に取り組もう！

プロジェクトの取組み体制

農林事務所

富田小学校
（PTA）

助言・指導

助言・指導

技術支援

地域ボランティア
団体

協力要請

協力

支援要請

支援

川俣町
（産業課）

（教育委員会）
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プロジェクトの流れ

事業内容の検討

現地の事前確認

事業内容の再検討

地権者からの同意取得など、準備

事業の実施

事業実績の整理

プロジェクトの実施区域

作業の開会式の様子 取り組み前の森林

里山の手入れ作業の様子① 里山の手入れ作業の様子②
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里山の手入れ作業の様子③ 里山の手入れ作業の様子④

里山の手入れ作業の様子⑤ 手入れ後の里山の様子

森の案内人（氏家武氏）と森林環境
学習に取り組む５年生児童

手入れ後の里山で
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里山整備後に看板を設置 取り組みの成果
・里山が整備され、明るくなった

・里山を森林環境学習で使えるよう
になった

・教師と父兄の絆が強まった

・地元ボランティア団体の誠意と技
術力に感動した

・手入れされた里山を見て、児童の
表情が明るくなった

・プールやグランドの空間線量が低
下した

放射線教育で活用していたガンマカメラ 線量の変化を可視化するガンマカメラ

ガンマカメラによる放射線量の変化 里山を手入れ後、
放射線量が低減したプール
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プールに富田っ子のあふれる笑顔
終わりに

私共は、このプロジェクトに取り組む
ことができ、本当にラッキーでした。

プロジェクトを進める中で、様々な課題
に直面しましたが、その都度、関係機
関の皆様と協議・検討し、乗り越えるこ
とができました。

富田小学校の子どもたちは、このプロ
ジェクトに取り組んでくれた関係者の皆
さんに感謝しています。

今後とも、森と人との関わりを大切にし、
子どもたちの体験を通した豊かな心を
育んでいきたいと思います。


